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ツハ能働力十分ニシテ而 カモ毎常一定 セル抗元

テ得 ラル ・事ナリ.結 核補膿結合1聴 ノ抗元及
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障 壁 二直 面 シ現 在 二 至 レ リ。其 ノ故 ハ 菌 株 及 其

他 ノ要 約 二依 ツテ其 ノ抗 元 能 働 力 二大 ナ ル差 異

ラ生 ズ ル カ テ明 カニ物 語 ル モ ノ ナ リ.

鴻 上博 士 ハ10藪 年 來 此 ノ研 究 ヲ緬 ケ5Sl-:一　fス ク

ワ リ ン」注 射 二 依 ツテ得 タル 攣 性 結 核 菌 二依 リ

所 要 ノ目的 ヲ達 スル 塵 テ得 タ リ。

更 二鴻 上 博 士 及 ビ余 ハ 抗 罷 吸 著 法 二依 リ任 意 ノ

菌 殊 テ抗 元 トシテ用 フル モ培 地 ノー 定 セル場 合

ハ抗 元 性 モ亦 同 様 ナル 事 ヲ認 メ既 二 日本 結 核 病

學 會 二於 テ其 ノー 端 テ議 表 セ リ。

次 デ更 二余 ハ 異 リタ ル培 養 基 上 二鍍 育 セ ル菌 艦

ガ抗 元 牲 二差 異 ラ生 ズ ル ヤ否 ヤ テ試 験 セ ン ト シ

L◎ng氏 合成 培 養基 二 繁 殖 セル菌 艦 テ抗 元 ト シ

テ使 用 セル ニ 其 ノ抗 元 性 ハ 「グ リセ リ ン ・プ ィ

オ ン」培 養 基 テ 用 ヒ タル モ ノ ト大 騰 同等 ナ ル事

ヲ認 メ得 タ リ磯 抗 元 吸 著 法 二依 レバ耗 意 ノ結 核

菌及 ビ任 意 ノ培 養 基 テ用 フル モ ー定 セル抗 元 性

ヲ幾 揮 シ得 ラル ・事 テ認 メ タ リ.帥 チ抗 元 牲 ノ

優 劣 ハ 菌 膿 ノ自家 柳 葡1物質 ノ影 響 二 醐係 シ菌 燈

ノ 自家 抑 制 デ均 一尋 セ バ其 ノ抗 元 姓 ノ・何 レノ培

地 轟 褒育 セル モ ノ モ殆 ン ド大 差 テ認 メ ズ、 次 二

抗 元 ト シテ使 用 二適 スル結 核 菌 ノ培 養期 間 及 ビ

菌 艦 ノ 自家 抑 制 ノ 強弱 二就 テ 研 究 ラ 試 ミタル

・・:=一、「グ リセ リ ン。ブ ィオ ン」培 地 二於 テ ハ約6週

間 以 上 ノ培 養 ノ結 核 菌 髄 ハ抗 元 ト シテ使 用 二最

適 ナ ル ラ認 ム⇔叉 「グ リセ リ ン。ブ イ オ ン」ノ水 素

「4オ ン」濃 度 ト結核 菌 乾 燥 粉 末 抗 元 ノ 自家 抑 制

ノ關 係 テ観 察 セ ル ニ水 素 「イ オ ン」濃 度 酸 性 二傾

クニ ツ レテ結 核 菌 乾燥 梅 末抗 元 ノ自家 御 制 弱 度

トナ ル傾 向 テ示 ス事 實 ラ認 メ タ リ.

第1章 　實験方法

實験 方 法 二就 テハ 先 二原 著 ユ詳 逮 セ ル ヲ以 テ軍

二 要黙 ノ ミテ略 記 ス
。　　 　 　　 　 　　 　 齢

　 1}使 用 培 地 ノ製 法

　 　 a)4%「 グ リセ リ ン。ブ ィ オ ン」培 養基

　 　 b>Long氏 無 蛋 白培 養基

4%「 グ リセ リ ン・プ ィ オ ン」培 養 基 製 法 ハ略 ス。

Long氏 無 蛋 白培 養基(L◎ag　 and　Seibert　 1926>

　 　 Wasser.　 　 　 　 　 1000.Oce

　 　 Glyjerin　 　　　　　　　　50.Oce

Magnesium　 Sulphate

K,HPO　 4

Na.　 Carbonate

Asparaglゴ

Eisen-Amm-citiate

Ammonium.citiate

1,09

3.09

3.09

509

0.059

5.09

{熱熱100℃ ・ニ テ30分3同 問 欺滅 菌 シ、其 ノ150

cぐヲ 各々Roux氏 「コル ベ ン」二分 注 セ リ。

豫 メ 「グ リセ リ ン。ブ イ オ ン」内 ニ テ十 分 礎 育 セ

ル結 核 菌(Eprlieh株)ヲL◎ng氏 合成 培 地 二移

植 シ次 デ4週 間 目短 轟4同 移 植 ヲ重 ネ十分 合成

培 地 二 慣 レタ ル後 之 ザRoux氏r加 レ浸 ン」培

地 二・移 植 セ リ。

　 2)結 核 菌 ノ畿 育歌 態

結 核 菌 テ上 記2種 培 養 基 二培 養 シ、 登 育 状 態 テ

観 察 ス ル ニLong氏 合 成培 地 二於 テ ハ奨 育 徐k

轟 シテ約2ケ 月Ut:一テ全 面 二幾 育 シタル モ
、 稽 く

「グ リセ リ ンeプ ィオ ン」培 地 二比 シテ薄 シ
,「グ リ

セ リ ン・プ ィ オ ン」培 地 二於 テ ハ叢 育 十 分 ナ リ
.

　 3)結 核 菌 乾 燥 粉 末 ノ製 法

雨培 地 ノ 結 核 菌 テ{黒熱100℃ 塒 間 滅 菌 シ、

濾 紙 ニ テ濾 過 シタル後 結 核 菌 テ承 洗 シ、 之 ラ ヨ

ク乳 鉢 内 ニ テ 磨 確 シ、 蒸 溜 水 ヲ 以 テ4同 洗 鋒

(遠心 〉後 乾熱135℃ 一一15(♪℃1時 間 乾 燥 セ リe

吹 ∴之 ヲ乳 鉢 内 轟 テ磨 砕 シ粉 末 トシテ乾 燥 器 串

二保 存 セ リ
.

　 4>　結 峯亥菌 ノ 自家 郷 制

先 ヅ結 核 菌 乾 燥 粉 宋O,⑪19(1⑪mg)二 生 理 的 食

髄 水1ccチ 徐k　za加 ヘ テ乳 鉢 内 ニ テ喰 寧二磨 碑

シテfエ ム ル ジオ ン」トナ シ、 其 ノ0.1cc(菌 禮

1mga相 當 〉ヨ リ 倍 藪 稀 繹 ニ テ 自家 抑 剃 ラ検

査 シ、 其 ノ 最大 完全 溶 血 ノ ソ還 ヲ 抗 元 ノ使 用

量 トス.
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第2章 　實駿成績

第2表 　結核患者ノ成績

第 璽節　 自家抑制 ノ相異 セノレ

　　 抗元 ニヨノレ實験成績

2種 ノ培養基 二叢育セル結核菌乾燥粉末 ノ自家

掴制 テ見ルニ、

　　　　　　　 第　　 1　　表

L◎獄9氏 合成培地 ノ結核 菌抗元 ノ自家抑制

試験管番號 　 1
一 　㎜ 　　一

1㎎

皿　 i皿　 i IV

　 　 一

、V

　 　 →

結 核 蔚 …
粉 　末　量

餉㎎lo魏 lL1魏i⑪ 纐 ㎎

ザェ ムル ジ オ

ソソ 上 清 液 副 ≡
　 」一　　　　　_ 1塁_　 　　wへ

　 冊

　 　 一一一

　二
　≡
_　　　　　～～ 　㎞一

　≡

F　 　 }　 一 一`

菌 罐 ノヂエ ム
ル ジ オ ソ」 刷 柵 ≡

ヂグ リセ リソ・プ ィオ ソ」培 地 ノ結 核菌

抗元 ノ 臼家 抑 制

試験 管番 號iI
　 　 　 　 　 …

∬ m IV V
』 一一_

結　核　菌
粉　末　最

　 一…　

1応9 05㎎ o,を5㎎ ⑪」25㎎ り.0625㎎

「エ ムノγジ オ

ソ」ノ上 清 液 士 ≡≡ ≡ ≡ i≡

菌 盤 バ ヱ ム
ル ジ オ ン1 珊 ≡ ≡ ≡ 棄

＼ 結核補鱒
　　　 結合陽　　　　

性度　柵　　朴　　十
培養基　　

ノ種類 ＼、

癬 露 鳶成・2.1%12711%;31易

　 　　 　 　 　　 　 　81、68。6%)

撚 撫3総1%1611%
　 　　 　 　 　　 　 104(88.1%)

　 37

3L4%

　14

1L9%

総

計

118

11

　 　註　上清液 ハ10mgノ 結核 菌粉末 二生理的

　 　 　食輕水1.Occニ テ「エムル ジナ ソ蛭y、

　 　 　ソyヲ 遠心 セル上清液O.3ccヨ リ倍轍稀

　 　 繹 ニ ヨ リ自家抑制物質 が液 二移行 セル ヲ

　 　 　示 ス

　 　 　菌 儲i2ノ「エムノレジオ・ソ」ハ10mg　 ノ結庵斐菌

　 　 　粉末 二 生理 的食臨水1.Occニ テ 「エ ムル

　 　 　 ジオ ソ」トミン〆、　ソL/ヲ0"1cc(1mgノ …ヨリ

　 　 　倍轍稀繹 ニ ヨ サ自家抑制 ヲ験 ス

上 記 實 験 ノ結 果 ヨ リ観 ル ユLong氏 合 成 培 地 ノ

抗 元 ノ最 大 完 全 溶 血 量 ハ 乾燥 菌腱0.125mgニ

テヂグ リセ リ ン・ブ ィ オ ン」培 地 ノ抗 元 ハO。5mg

二相 當 ス(第1表 〉。

結 核 患 者118例 二就 テ 同 一 血購 ヲ使 用 シ、同 時

轟2種 ノ 自家 柳 制 ノ 相 異 セル 抗 元 ラ 使 用 シ、

KK.-R法 二依 ル 結 核 補禮 結 合 反 慮 ヲ試 ミタル

ニ次 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ(第2表) e

　 　 Long氏 合 成培 地 二登 育 セ ル結 核 乾 燥 粉 末

テ抗 元 トセ,Lモ ノ ・結 核 補腸 結 合反 癒 ノ陽性 傘

ハ68.6%テ 示 シ 「グ リセ リ ン・ブ イ オ ン」培 地 二

於 ケル モ ノ ノ陽 匪傘 ハ88.1%テ 示 セ リ、,以上 ノ

如 ク同 一 菌 株 ト同様 ノ方 法 二 依 ル モ培 地 ノ桐 異

ニ ヨ リ テ 菌 粉 末 ノ 自家 抑 制 轟 張 弱 ノ 差 異 ヲ生

ジ、 自家 抑 制 強 度 ナル 抗 元 ハ 自家 抑 制 弱 度 ナ ル

抗 元 轟比 較 シテ結 核 患 者 血 清 二封 スル補 照 結 合

反 鷹 ノ陽・陞傘 ノ、{氏マ掌スル事 テ認、メ タ リ。

　 　 審

　　　第2節 　自家拍琳P略 ζ同一

　　　　　　 トナセノン實験成績

次 二Long氏 合 成 培 養 基 二 獲育 セ ル 結 核 菌 乾

燥粉 末 ノ上 記 ノ抗 元 ラ更 二敷 同 蒸 溜 水 ニ テ洗1條

シ乾 燥 後其 ノ 自家 抑 制 子 見 タル ニ 殆 ン ドrグ リ

セ リ ン。ブ イ オ ン」培 地 ノ結 核 菌粉 末 ノ自家 掴 禰

ト同様 ナ リ.即 チ 當 初 ノ 自家 抑 制 ノ 強 度 ナ リ

シLong氏 合成 培 地 ノ}水 洗 乾 熱 乾 燥 操 作 テ

繰 返 ス事 二 依 ツ テ 自家 抑 制 物 質 ハ 除 去 セ ラル 事

ラ認 メ タ リ故 二抗 元 製 出 轟際 シ注 意 スベ キ黙 ハ

自家 抑 制物 質 列 分 除 去 シ、 少 ナ ク5モ1mg

以 上、 結 核 菌 乾 燥wak　 一=於テ自家 抑1罰 ナ キ抗 元

ヂ使 用 セ バ抗 元 性能 ハ殆 ン ド同 サ ル結 果 ヲ得

ル事 ヲ以 下次 表 一=テ認 メ タ リ(第3表>
e

結 核 補 麗 結 合反 慮 ノ今同 ノ新 法 ヲ試 ミル 轟際 シ

爾後 或 ハ報 告 者 ニ ヨ リ成 績 上 二 多少 ノ差 異 優 劣

ノ論 議 セ ラル ・コ トア ラ ンモ、 ソ レハ恐 ラ ク豫

慌鶴 鋤 轟技 術 上 ノ訣 陥 力、 或 ハ主 ト シテ抗 元
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第3表 　結 核患者 ノ成績

ノ自家 抑 制 物 質 ノ 彊弱 ニ ヨル モ ノ ナ リ ト 思 惟

ス嘘

結 核 患 者 血 清106例 一　・・就 テ 比 較 實 験(同 一 血 清

エ テ/テ 試 ミタル ニ 各陽 性 度 ヲ 見vバ 多 少 強 弱

f示 セ ル モ　Long氏 合 成培 地抗 元 ノ陽 性 傘 ハ

9L5%ニ シテ 「グ リセ リ ン・ブ イ オ ン ー培 地 ノ抗

元 二 於 テ モ91.5%ノ 陽性 率 議 シテ 全 然 一 致 テ

不 セ リ.

　 　 　　 　 第4表 　結核患 者 ノ成績

　 　 　 　 　　 　 　 　 小 　 括

Long氏 合 成培 養 基 及 ビ4%ヂ グ リセ リ ン・ブ イ

オ ン ・培 養 基 轟結 核 菌(Ehrlich掬 プ 培 養 之 ヲ

抗 元 ト シテ 結 核 補 艦 結 合 反 慮/K。K.-R戸 試 ミ

タル 轟　 　 　 、

1>結 核 患 綴 皿浦118拶ll訓 就 テ 自家 掴 禰 ヲ異 ∴

セルLong氏 合 成 培 養 居 諭 騎 セ ル 結 核 菌 乾

燥 粉 末抗 元 ∴ 於 テハ68ほ%ノ 陽 性 傘 ヲ示 シ「ゲ

リ セ リ ン・ブ イ 才 ン」培 養基 乾 燥 粉 末抗 元 一・X於テ

ハ88.1%∫ ノi場唾盤傘 ラ? 一セ リ,、

2)然 ル ∴上記2種 培 養 基 ノ結 核 菌 乾 燥 粉 よ抗

元 ノ自家 抑 制 ヲ著 者 ノ操 作 轟 依 リ略 丸同 … トナ

セ ル場 合 轟於 テ ノ陽 性 寧 ハ爾 者 共 二9L5Z.406

例)テ 示 セ リ.然 シ各 々 ノ陽 性 度 欝 リ 兄 聾 へ

Long氏 培 養 基 抗 元 ハ 多 少弱 度 ナ リ。

3>結 核 補 艘 結 合 反 慮 二使 用 セ ル結 核 菌 乾 燥 粉

末抗 元 ハ1mg　 L'js上・テ 自家 抑 剃 ヲ認 ビザ ル モ

ノ ・適 常 トス.

4)自 家抑 制 彊 度 ノ抗 瀞亡ハ結 核補 艦結 合反 鷹 ノ

陽 牲 傘 ナ減 弱 ス.

5)自 家 抑 制 弓量度 ノ抗 レ 、蒸溜 承 ニ テ7!く洗 乾 燥

操 作 ヲ繰 返 へ事 二 依 ツ テ自家 柳 制 物 質 ハ上 浦 液

ご 移 行 シ
、 結 核 菌 自家 抑 制 テ+分 除 去 セ ラノ勤.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鑛

以 上Long氏 合成培 養 基 及4%ヂ グリ セリ ン・ブ

イオ ン』培 養基 二獲 育 セ ル 結 核 菌 乾燥 粉 末 テ抗

元 ト シテ結 核 補 膿 結 合 反慮 ヲ行 ヒ比 校 實験 セ 鷲

轟 自家 抑 制物 質 テ完 全 二除 去 セバ 其 ノ抗 元 能 動

ノノぬ於 テ ハ殆 ド差 異 ナ キ コ トデ認 メ タ リ鐙

第3章 　培地水素 擁 オン.1濃度 卜結核菌粉末抗元 自家i抑制 トノ關係

結 核 補 膿 結 合反 慮 新 法K.K.-Rノ 實 験 テ行 フ ニ

當 ツ テ抗 元 ノ能 動 力 ヲ支配 ス ル要約 ハ 結核 菌 自

家 抑 剃 物 質 ノ張弼 ニ ヨル 故勢 ヒ 自家抑 制 ノ弱 度

ノ抗 元 ヲ得 ル 検索 二 必 要 テ生 ジ、 先 ヅ水 素 「イ

オ ン」濃 度 ト結 核 菌 自家 抑 制 トノ 關 係 如何 二 就

テ實 験 ヲ行 ヒ タ リ.　 ・

結 核 菌蕨 育 中培 地 水 素 「イオ ン膿 度 ノ攣 化 ・　・・e就

テ ハTheobold　 Smith(1904>轟 蓼 リ種 々ナ ル濃

度 ノ3-4%Glycerin　 bouillon-Y一 結 核 菌y培

養 シ タル結 果 人 型 菌 ハ初 メハ 酸 度 ヲ滅 ズ ル モ、

後 著 シキ酸 産 生 テ行 ヒ約1ケ 月後 ニ ハ常 初 ノ酸

度 ヲ凌 駕 シ人 型 結 核 繭 ハGlycerinテ 酸 二i愛へ

囁 敢 輝 椎 論 セ リ。 余 ハ 結 核 菌 培 養 ノ 水 素 「イ

オ ン濃 度 ト菌 自家 抑 制 物 質 塵生 二 何 ラ カ ノ關

係 アル ヤ否 ヤ同 時 二培 養 期 間 ト ノ關 係 ヲ検 索 シ

而 シテ抗 元 ト シテ使 用 出 來 得 ル域 テ求 メ ン目的
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BテPt實 験 テ 行 ヒ タ ・]　.

第 嚢節　實験方法

1>培 養 基 　 4完 「グ リ セ リ ジ・ブ イオ ン・」PH

6。8二 修 正(滅 菌 後1⑪O℃ ニ テ6.6ト ナ"'t　〉　ma

2}結 核 菌 株 結 核 患 者 喀 峻 引,分 離 培 養 セ ・し

品 州株 テ使 用 ス.

3Pk素 鰹 オ ン」濃 度 測 定 法

小 島 、 矢追 氏 、 ・}〈素 一イ オ ン!濃 度測 定 器 テf吏用

PH値 チ決 定 セV.

4)移 植 雄 二観 察 滅 菌 セ ・げ エ ル レ ・・マ イ エ

ル 」60個 ヂ用 意 乳4%「 グ リセ リ}・ ブ イ オ ンk

テ10〔}ccヅ ヅ分 注 滅 菌 シ、 之 二 結 核 菌 ヲ白 金耳

轟 テ略 ミ同 量 移 植 浮 游 セ シメ、 綿栓 ヲ「バ ラ フ罐

ン」エ テ密 閉 培 養 シ、12週 間 一　:一亙 り 各週5個 二

就 テ培 地 ノPH測 定 ト結 核 菌 乾 燥 粉 末 ノ自家 抑

制 テ観 察 セ リ.

5>結 核 菌 乾 燥粉 末 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　。

本試 験 二於 テ ハ1回 目 ヨ リ5個 ヅ ツ培 鋒 基 ヲ取

出 シ、 結核 菌 艦 ヲ濾 別 シ、 緻 同渉 洗後 之 ヲ乳 鉢

ニ テ磨 辞 シ、1同 蒸鯉 水 ニ テ遠 心 シ菌 賭 ヲ乾 熱

135一150　 Cニ テ乾 燥 粉 末 トセ リ。

6}試 験 培 養基 ノ董寺照

培 地 ト シテ 使 用 セ ル4%「 グ リセ リ ン・ブ イ オ

ン」ノ… 部aテ 同一 癖 卵 器mp　・=於 テPHノ 各週

ノ攣 イヒテ葛孟察 セ リ喬

7>結 核 菌 乾 燥 粉 末抗 元 ノ自象 抑 制 測 定

10mgノ 結 核 菌 乾 燥 粉 末y　 1.Occノ 生 理 的 食盤

水 ニ テ歌 鉢 ニ テ磨 弊 シ、 「エ ムル ジオ ン」 トシ、

小 試 験 管s・ テ2　mgト2mg以 下培 撒 稀 澤 ニ テ

自家 抑 制 度 テ測 定 セ リ.

第2節 　實験成績

第1項 　 2週 間培養 ノギゲリセリン・ブイ
ー
オ ンゾPH　 5結 核菌抗元ノ自家抑制

　　　　　第　婁表　第£週間目
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　 　 結核繭乾燥 粉末　　　 ゲ リセ リ　 　
白宋抑制 度 　 　 　 ブイ.オ.〆

　 奪

3mgi　 tL"1確1㎎0、5㎎ 沿.2i～1爆r　　 P銭

一
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軒

7

7

7

7

7
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6

ヒ
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癬

一

一

一

一

一

　

　

L

一

十

十

十

±

十

十

十

十

十

1週 間後 ノ培地PKト 菌 ノ自家抑制ハ菌 ノ髄育

十分ナラズ2週 間後 ヨリ各週5個 宛二就 テ實験

ヲ行 ヒタリ.

　 1ト5ノ'繭 ノ最 小 自家 抑 制 嵌 ハ1mgニ ア リ

　 2、3、4'・ 菌Pt臼 家 抑 制 度llい ・0.5m9ニ アi}

　 「　7'リ セ リ ン'ブ イ オ ソ誌勤 照 ノPH・ ・6.4十

以 上 表 テ 通 賢 ス ル ニ2週 問 目 二 於 テ ハ 培 地PH

ハ7ニ シ テ 中 種 トナ リ自 家 抑 劇 度 ノ 乍 均 値 テ 求

ム ル ニ0.61mgノ 所 一　…vリ ゼ第5表}.

第2項 　 3週 間培養 ノfグ リセリン・ブイ

　 オンjPHト 結核菌抗元 ノ自家拘制

策6表 　　第3遇1判 目

　
　　

　

　
　

　

　

　
　 　 1ト4ハPff　 8・4十 ニ シテ 臼家 抑 制O　 .　25msv

　 　 3APil　 82十 ニ シテ 臼家 抑 制O。5mg

　 2・5ハPH　 7・6二yテ 臼r東抑 制1mgノ 所 鵡

　 　 〆 リ、 野 照 ノ・墾 化 ナ シ

3週 聞 目 二 於 テ ハ 「グ リ セ リ ン ・プ ィ オ ン」培 地

ノ 水 素 「4オ ン」濃 度 ハ 「ア ル カ リ」二 傾 キ
、PH

ノ準 均 値 ハ8　 uaテ 菌 ノ・自 家 挿 制 度 モ 稽 汚 星度 ト

ナ リ李 均 値 ・・⑪・55mgノ 所 ニ ア リ(第6表1
,
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第3項 　 4週 間培養 プ ゲリセリン・ブイオン」PH卜 結核菌抗元 ノ自家拗制

　 　 　 　 第7表 　第4週 間 目

1 、2、4、5ノ ガギ蟻《揖1瀞}り.0625m9

3ノ 自 詫家 夢μ撮議《　9黛⑪3125斑9ニ

シ テ 　1、2　 隔Px　 8.6　 3、　1　ハ

P総8,6-　 　5ハP}{8,4十 　ナ 暴

{直ノ・8.6ニ シテ 菌 ノ 自家 知P制 モ(》、06mgノ

ニ ア ザ 第7痴 .　 　 　 　 　 　 ・

⑱

4週 間 目 轟於 テハ 水 素rイ オ ン」濃 度 モ3週 間 目

ヨ リ強 度 ニ ザア叢 カ リ」"t傾 キ、 其 ノPHノ 準 均

第4項 　 5週 間 屠 養 ノ 茸グ リセ リ ン・ブイ オ ン」ノPH卜 結 核 菌 抗 元 ノ 自家 抑 制

　 　 　 　 第8表 　 第5週 間 員

「

1ハP鷺8.Z十 ゴγ家 誕鐸需ll　O.25mg

2、3、4/P鍼8.4-一 轟 シ テ2ノ

自'家 孝珊脂lj　o。125mg

3、4ノ 臼2家 孝珊1榔}ハ ⑪.0625鴛 羅ζ ニ

ア 癖

5ノ 自 家 抑 制 ハ 《).笠25mgニ テ

P}18.6一

9i表 第6週 懲}目

辛占季餐鼻fく吃丈薬{㍉・痕 ノ

自'蓑 イ堀細P隻

顕

鱗
…器

瞬
碗
研

　

雌ド

　

　
「
　
輔
　
一
　
一
　
一

齢

-
…

　

「

-

…

脚

　

　

一

　

二

ニ

マ

趣輔

ポ

」

抽

　

竺

±

±

一
±

±

鰭

　

　

十

+

十

碑十

一
+

ウ
ゆ㎎

+

+

+

+

。
+

ヨ

齢

臨

1

2

3

4

5

照

膿

　

　

劉
1、4ハP無6、 二～十 ♂臨ン ず一3PH触6 。2-

5、　PH　 6.2、 　2　P縫6,4

白 家 抑 制 度 ハ1ノ ミ1mg　 7所 轟 殉 テ 、2、;S

4、5ハ2mgノ 軽庁二 一〆 讐

5週 間 目 二於 テ'PHノ 李 均 値 ハx.4鵡 シテ 自

家 抑 制 度 ノ李 均値 ハq25　 mgノ 所 一・・ア 療 第

8表 ♪。

　 第5項 　 6週 間 培 養 ノヴ リセ リ ン・ブ イ

　 　 ォ ンJlPH卜 結 核菌 抗 元 ノ 自家 抑 制

6週 間ti"於 テ ・」 ヶ リセ リ ン・ブ イ*ン ソ ・}く

素 「イ オ ンJ濃 度 ヲ 見 ル 轟5週 聞 目 マ デノず アル

カ リ」二傾}　 "7・"「 リ タル ガ 舷 二方秦テ 極 度 二酸

性 轟傾 キ、 結 核 菌 乾 燥 紛 末 ・自家 抑 制 度 モ弱 度

トナ リ殆 ン ド1m9二 於 テ 自家 購ll物 質 無 キ 状

態 トナル.故 二6週 間 以 後 ノ結 核 薗 二於 テ ・槍

家 抑 制 モ弱 度 トナ リ結 核 補艦 結 合 反 鷹 ノ抗 元 ト

シ テ使 用 二 合適 スル モ ノ ト思 惟 ス
.
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　　第6項 　 7週 間 後12遍 迄 ノ培 養 プ ゲ リ

　　　　セ リ ン・ブ イ オ ン ノPHト 結 核 菌

　　　　　　　　 抗 元 ノ自家 掬 制

7週 聞 以 後 二 於 テノ・PH酸 性 トナ ル モ5欄 二於

テ各 丸異 リ、 結 核 菌抗 元 ノ自家 掬 制 モー 定 ノ關

係 明 カナ ラザ レ ド自家 抑 制 …{}5-2。Omgノ 抗

元 トシテ へ使 用 二 便調汽 ノモ ノナ リ!第10表Mリ

第15掬 。t

　　　　　　　　　>"」　 1⑪　　表

鴫

1ハP鍵5・8十 ニ シ ナ 白 家 郷 制 ハ0.5窪 鞍9pmア 癖　 。

2、4ハP糠6十 ニ シ テ 白 家 雀耶制 ハ1mg

3《PH　 l5轟 シ テ 臼 家 抑 制O.5ms'轟 ア 鱒

5幽PH　 6・8十 ニ シ テ 白 家 抑llll　O。2論9ノ 所 ニ ア

罐

第 H
丸ノ

第　 　12　 　表

1ハPH　 6。4十　自家 抑 制2描9

2ハP葦{6,8十 自家 抑 制1　 Pt9

3ハPH　 6。6十 　自家 抑 制1mg

4ハP}{6.6十 　自家 抑 制1】M9

5・・P疑6。2十1,1家 抑 制1　mgノ 所 轟 ア リ

　 　 　　 　 第 　 　 13　 　 表

1ハP}{　 6十 　　自家 抑 制2】mg

2ハP}董 　7十 　　向家 抑 制1】膿9

3ハP縫6,6十 　自家 揖1猜謹二～m9

1ハP縫6。2十 自家 抑 制 ハ1mg

2ハP縫6.4十 ゴ1家抑 制 ハL穀9

3熟PH　 6.2　 自家 抑 缶1レk　1蒲 拷

4ハPH　 6一 　　臼家 抑 制 ハ2搬9

5みPH　 6.4十 ニ シテ 臼家 抑 制 ハ1mg

ノ所 轟 ア ゆ.

4ノ・P}垂　6十 　　自家 抑 制 二～m9

5ハP縫6十 　自家 揖1制2mgノ 所 ∴ ア リ

第 14　 　表

簾1週間

　 　 菌;,1一

括 地 ＼＼

　 番號 ＼＼

　 　 1

　 　2

　 　 3

　 　 4

　 　 5

粘核菌乾燥粉 衆 ノ
自家禅制 度

31囎
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1ハP}{5.8　 自家 抑 制2搬g

2ハPH　 7　 自家 抑 制2m9

3ハPH　 7十 　白'家抑 窃111】mg

4八P}葦6　 自家 抑 制2瓢 黛

5　 Pi{7+白 案 抑 制2m繕 ノ所 轟 バ 礒 ズ

罫
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第　　 15　 表

　 　 　 1ハPH　 6。6十 　臼家 抑制3m麓

　 　 　 2ハPH　 6.4十 　貞家 抑 制3mg

　 　 　 3ハPH　 6,8　 　脅家 抑 制 ハ2mgノ 所 あ ■嚢

　 　 　 第7項yグ セ リ ン ・ブ イ オ ン」水 素

　 　 　 　 　 　 1イ オ ン」濃 度 ノ封 照

封 照 ト シ テ 「グ リ セ リ ン ・ブ イ オ ン」培 地 ノ ミ ラ

37Cノ 卿 卵 器 二 置 キ襯 察trル ニPHハ 初 メ6.6

ノ所esリ2週 間 目　 一於 テ6.4十 二低 下 セ リ,,然

ル ニ2週 間 後 綿 栓 昇 バ ラ フ4ン 」=テ 密 閉 シ室 氣

ト断 チ タル ニ3遡 後9リ9週 間 マ デ 各 週 ノPH

バ ー 定 ニ シ テ攣 化 セ ズ。9週 間 後 ハ 雑 菌 ガ 入 リ

試Wt　Vx能 トナ ル、、然 ン錦 栓 ヲ 「パ ラ フ ィン」孟 テ 密

閉 ス ルFキ ハ 殆 ン ドPH二 攣 化 ナ キ モ ノ ト思 惟

セ ラ 癒

篇3節 　培地水素 砺 オン濃 度 ト

結核菌粉末抗元ド!家抑剃 ノ曲線

2週 闘 目!1り12週 間 目 二亙 リ各 週 ノrグ リセ リ

ン・ブ イ オ ン」水 繋 擁 オ ン」濃 度 ト結 核 菌 自家 抑

翻 ノ開 係 ヲ観 察 シ、 其 ノ卒 均 値 ヲ曲 線 ト シテ示

セバ第16表 ノ如 シ.

曲 線 ヲ見 陣 二5逓 間 目 マ デハPHハ 「アル カ リ」

二傾 キ、 菌 ノ 自家 掬 調 モ李 行 シテ強 度 トナル モ

6週 問 目以 後 二於 テ ハ極 度 ・　:・PHハ 酸 性 ト ナ

リ、 菌 白家 掴∫制 モ弱 度 トナ ル籍

6週 問 目以 後 二於 テハ菌 ノ登 育 状 態 均 等 ナ ラザ

繁 王6表 培 地 水 素rイ オ ン」濃 度 くPK　.,　y結 核 菌

　 　 粉 末 臼家 抑 制yノ 關 係1挙 均 簸 曲 線 、
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雛 巻鍵 〃一
ル 爲 メ カー定 ノ關 係 テ得 ズゆ 然 シ6週 間H以 後

ノ結 核 菌 ノ 自家 掴 鵠 ハ τmg前 後 卦ナル/第16

表♪.

叉PHテ 主 眼 ト シテ結 核 菌 自家 抑 制 ノ・卜均値 曲

線 ヲ 示 セ バ 第 ユ7表 ノ如 シ.

PHヨ リ潮 察 スル ニPH　 8.6、 続4、8.2二 於 テ

ハ 自家 掴 制 強 度 ニ シテPH　 7 .0以 下 酸 姓 度 二傾
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ボ
ケバ ー般 甑 自家 郷 制 モ弱 度 トナ ル傾 向 ヂ織 二示

セ ル 如 キ曲線 二依 ツテ求 メ タ リ.

　 第17表 水 素彗 オ ン濃 度 瞬 呪 撰ノ嚇 核薗

　 　　 　　 　　 自家抑構嚇物 儘曲線

　 幽 量

1、　 一　ヤnm「-d'一"一

悩 襲三L

　 ゆ

欝

劣5

≦
3
　ρ臼→〃〃∬〃75u〃 〃翻露蕊4躍〃γ

総括雄二考按

一fa　:一鴻 土 博L及 ビ余 ノ結 核 補鰐 結 合 反 鷹 ノ新 法

所 謂KK・-Rト シテ 鴻 上 氏S.　 T.薦 抗 膿 吸 著

二 諮ル結 核 補 艦 結 合 反癒 ノ成績 、次 二結 核 菌 抗

需 吸 著 ニ ヨル結 核 補龍 結 合 反 掩 ノ成 績 二就 テ 日

本 結 核 病 墨 會 二於 テ議 表 ヲ終 レ リゆ

然 ル ニ本 術 式 ニ ヨ レバS.T.菌 及 ビ結 核 菌何 レ

購
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ヲ抗元 ト却 ・モ抗元性能働力 ノ差異テ微僅ナラ

シメル トノ結論二到 レリ.弦 二於 テ更 二2種 ノ

異ナル培養基 二結核菌ラ培 養シ培養基 ニヨル抗

元性 ノ差異如何 ノ目的ヲ以テ實瞼 テ経 タル結果

抗元性 ノ強弱ハ主 トシテ菌 ノ自家卸翻 二關係ス

ル事實 テ認 メ且菌 ノ自家柳制 ノ強溺 テ叢來 スル

因嫁二歳テ聯 力閑明 シ得 タルニヨリ弦二組括的

考察 テ行ハ ントス。

培 養基 トシテL◎ng氏 合成培地及 ビ4%「 グリ

セリン・ブィオン」培 地二結核菌テ培養 シ、結核

菌膿 テ乾燥粉末5ナ シテ118例 ノ結核血濤 二就

テ結核菌補禮結合反慮 ヲ行 ヒタルニ前者ハ68.6

%ノ 陽性奪 ニシテ後者ハ88.1%ノ 陽性卒 テ示

セ リ.弦 二於 テ著者ハ斯 ク抗元性能働力二差異

テ惹起 スルコトニ就 テ検索 シタル結果 ソノ因ハ

自家拍1制物質 ノ強弱 二大 ナル影響 アル事實 テ認

メタリeLong氏 合成培地ノ結核菌乾燥搬末テ

更 二溜水ニテ撒同洗1條後斯 クノ如 ク薗者 ト菌 ノ

自家掴制テ略k同 等 トナ シタル後更二106例 ノ

結核血蒲二就テ比較再試験 ラ行 ヒタルニ爾者共

二91.5%ノ 陽性率 テ示セリ。

結核菌乾燥粉末 ノ自家擁制 ト抗元 ノ特異性能 ノ

程 度 ノ・決 シテ以 上 ノ結 果 ハ雁 行 シ テ職 威セ ズ 自

家 抑 制 ガ層 張 スル モ特 異 ナ ル補 禮 結 合能 力即 チ

抗 元 能 カ ノ囎 加 セ ザ ル コ ト自家 擁 審糊 質 ノ特 異

抗 元 能 カ トノ間 ニ ハ大 ナ ル枳 閣 的 連 繋 ノナ キ コ

トテ立 詮 スル モ ノナ リ難

本 補 盤 結 合 反 鷹 施 行 上 抗 元 ト シテ合 適 セ ルハ 菌

艦 ノ最 大 完 全 溶 血 量1mg以 上 ナル コ5テ 實 験

上 確 メ タル ガ故 二果 シテ結 核 菌 培 養 後 何 週 問 昌

ガ抗 元 ト シテ適 スル ヤ テ追 究 シタル へ6週 間

後 ノ、自家 抑 制 モ殆 ン ド1mg前 後 二於 テ作 用 セ

ザ ル状 態 トナ ル コ トヲ認 メタ リ。次sPHト 菌

ノ自家 抑 制 ノ關 係 ヲ観 察 セル ニ5週 間 二至 ル マ

デPHハ 「アル カ リJa傾 キ、 菌 ノ自家 抑 制 二於

テ モ「アル カ リ」度 ト李 行 シ テ彊 度 トナ ル.6週

間 以 後 一　・一至 リテPHハ9ア ル カ リ」ヨ リ韓 ジテ極

度 二酸 性 二傾 キ自家 柳 制 モ1mgニ テ作 用 ナ キ

状 態 トナ ルePH9.0以 上 ノ トキハ 自家 抑 制 モ

強 度 轟 シテ特 別 ノ操 作 テ施 サザ ル限 リハ 直 チニ

抗 元 トシ テ使 用 入ル ニ適 セズ。PH　 7.0以 下 ノ

モ ノハ 使 用 二適 シ、 培 養期 間 ハ6週 間 培 養以 後

ヲ可 トス.

結 論

1>Long氏 合成 培 地 及 ビ4%「 グ リセ リ ン・ブ

イ オ ン」培 地 一=結該 菌 テ培 養 シ結 核補 盟 結 合 反

癒(K.K.一 一R>ノ抗 元 ト シテ 使 用 セル ・・:・一、 結 核 血

清118例 二就 テ 同一一血 構 ニ テ比 較 實瞼 セル ニ、

前 者 ハ 強 陽 性3例(2.5%)、 申等 陽性32例(27.1

%〉 、弱 場 性46例(39%〉 、陰 重生37伊 珪(31.4%ノ ニ

テ陽性 傘 ハ68.6%テ 示 セ リゆ 後 者 ハ 張 陽 性42

例(35、6%〉 、 中等 陽姓42例(35.6%)、 弱 陽 性

20例(16、9%1、 陰 性14例(11.9%)　 一…シテ 陽 性

率 ハ88.1%tヲ 呈 セ リ。

2>上 記 ノ抗 元 ノ自家 柳 制 与所 定 ノ慮 理 二依 リ

略 澗 一 トシ テ結 核 患 者 血 清106例ca就 テ比 較

實 験 ヲ行 ヒ タル ニ前 者 ハ強 陽性13例(12,3%)、

申等 陽 性40例/37。7%)、 弱 陽 性44例(41,5%)、

陰 性9例(S.5%)一:・:一 シテ 其 ノ陽 性 傘 ハ91.5%ラ

呈 セ リ。 後 者 ノ彊 陽性20例 〈18.4%)、 申 等 陽

性34例(32%)、 弱 陽 性43例(40.6%〉 、1陰性9

例(8.5%)一 　:一シテ 陽 性 傘 ハ 共 二91。5%テ 呈 セ

リe但 シ陽 性 度 ノ個 々 二就 テ観察 ス レバ ■ong

氏 合 成 培 地 ノ抗 元 ノ・梢 溺 キ観 ア リ1

3)結 核 補 龍 結 合反 慮 二使 用 ズル結 核 葭 乾 燥 粉

末 抗 元 ハ1mg以 上 ニ テ 自家 掴 鮒 ヲ起 サ ザ ル ラ

可 ト 入。

4>自 家 抑 制 強 度 ノ抗 元 ハ 結 核 補 麗 結 合 反 懸 ノ

陽 性 寧 ヲ減 弱 入.自 家 抑 制 強 度 ノ抗 元 ハ 蒸鰹 水

ニ テ水 洗 乾 熱 乾 燥 操作 テ繰返 ス事 ニ ヨ リ結 核 菌

自家 抑 剃 物 質ハ 十分 除 去 セ ラル。

5)6週 間 以 上 培 養 ノ菌 艦 ニ テ ハ最 大 完 全 溶 血

＼
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彙1mg前 後 ラ示 ス。

6>4%「 グ リセ リ ン。プ ィ オ ンj培 地 ノPHト 菌

ノ自家 御 劉 トノ關 係 二就 テ観 察 セル ニ、5週 間

論至 ル マ デPHハrア ル カ リ」二傾 キ自家 抑 制 二

於 テモ 夫 レ ト卒 行 シテ彊 度 トナ ル.6週 間za至

リ テハPHハ 「アル カ リ戸 リ極 度 二酸 性 二轄 ジ

薗 ノ自家 掴 制 モ殆 ン ド1mg前 後 二於 テ作 用 ナ

キ歌 態 トナ ルePH8.0以 上 二於 テハ 自家 拗 制

強 度 トナ リPH　 7.0以 下 ノモ ノハ 自家 抑「制 霧 度

トナル 。

7>「 グリセリン・プィオンゴ封照ニアリテA綿

栓 ラ戸パラフィン」ニテ密閉 セバ血温貯藏 轟由 リ

テPHハ 常ニー一定ニ シテ攣化 テ認 メ■"　es

欄筆二際 シ本稿御校閲 テ賜ハ リタル所長田澤錬

二博士蛇 二終始彿懇切ナル鋤 旨導 ヲ賜ハ リタル

春木秀次郎博士、岡治滋博士、鴻上病院鴻上慶

治郎博士二封 シ、満腔 ノ謝意 テ捧 久 禽實験上

ノ御便賞 ラ辱 フ セ シ{專染病研究所佐藤秀三博

士二深甚 ノ謝意 ヲ表 シ、併 セテ種々御援助 テ賜

ハ リタル醤務課諸兄 二深謝ソ 意テ表 ス.
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 KEKKAKU 
                             PUBLISHED 

      BY THE JAPANESE ASSOCIATION FOR TUBERCULOSIS 

   Eine Untersuchung  iiber das Antigen bei Komplementbindungsreaktion der 
     Tuberkulosenseren (K.  K.-R), vorwiegend  Ober das  Verhaltnis zwischen 

        Selbsthemmung des getrockneten Tuberkelbazillenpulvers  und 
 Wasserstoffionenkonzentration des  Nahrbodens. 

                                      Von 

                             Dr. Sankei Kawakami. 

          (Aus der  stödtischen  Lungenheilstdtte zu Tokio, Japan, Direktor. Dr. R.  Tasciwa.) 

    Dr.  Kogami  und ich haben schon  iiber sog. Kogami-Kawakamische Reaktion (K. 
K.-R), eine neue Methode  fur  Komplementbindungsreaktion der Tuberkulose berichtet, die 
mittels Adosorbtion von  AntikOrper an  Kogamische S. T.-Bazillen (atypische Tuberkelba-
zillen)  herbeifiihren kann. Diesmal benutzen wir  zweierlei  Tuberkelbazillen als  Antigenen 
zur Komplementbindungsreaktion, die auf Longschem eiweissfreiem  und  4').;  Glyzerin-
Bouillon-Nahrboden wuchsen,  und vergleichten die  Aktivitat der beiden Antigenen. 

    Bei vergleichender Untersuchung von 118 Tuberkuloseseren betrugen positive  Falle 
 68.6% mittels der ersten Antigene, dagegen  88.1 mittels der  letzten. Wir suchten 

daher  klar zu stellen, woher diese Verschiedenheit der  Aktivitat der beiden Antigenen 
 kommt. Infolgedessen ergab sich,  daB sie von der  Starke der Selbsthemmungssubstanz 

der  BazillenkOrper  abhangt  und zwischen Selbsthemmung der Bazillen  und PH von 
 Nahrboden einen engen  Zusammenhang gibt.  (Autoreferat.) 

       Yoshida'sche Reaktion  und  Rontgenbild bei Lungentuberkulose. 

                                     Von 

                     Takanari  Hitsuda  und Mitsuru  Taga,wa. 

      (Aus dem Arima-Institut  fiir experimentelle  Medizin in Osaka. Direktor: Prof. R. Arima.) 

    Es wurde in 225 Fallen von Lungenerkrankungen eine  vergleichende Untersuchung 
der  Yoshida'schen Reaktion  und der  ROntgenbilder  vorgenemrr  en  und Folgendes  .2sefunden  : 

    1) Unter 50 Yoshida-negativen Fallen gab es  27  ,-)1.0 von normalen  Lungen-
befunden, 17  (34.0%) mit einer Zunahme der  Hiluszeichnung, 4  (8.)', cirrhotisch Formen 

 und 2 von sehr fortgeschrittenen Lungenbefunden, die bald darauf  tOdlich  ausgingen . 
    2) Je nach der  Starke der positiven Yoshida nehmen die progredienten  F  'dile der 

Lungenbefunde wie produktive, exsudative sowie  kavernUse Form zu.  S gab es keinen




